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第 1 章 研究の背景 

中小企業は日本全事業所数の約 97％を占め，全就業者数の約 70％が従事するなど，日

本経済において重要な役割を担っている。一方で，中小企業は資金面，組織面，取引面で

の脆弱性をはじめさまざまな課題を抱えている。近年注目されているのが経営者の心理的

課題である。中小企業経営者は経営基盤の脆弱性から外部や内部の環境変化に影響されや

すく，経営上の逆境に直面することが多い。ストレスや孤独感を抱え，その結果として心

の不調を引き起こすリスクや自殺の危険性も指摘されている。このような状況において中

小企業経営者が逆境を乗り越え自己と企業の成長を実現することは国や地域の経済にとっ

ても極めて重要な課題である。 

困難な状況における心理的不適応を克服し，立ち直る力や過程を指す概念としてレジリ

エンスがある。企業家のレジリエンスの重要性は多くの先行研究で示唆されており，特に

中小企業の果たす経済的役割を考慮すると，企業家のレジリエンスの重要性はさらに増し

ていると言える。 

 

第 2 章 先行研究分析 

先行研究では，企業家のレジリエンスを高める要因として，社会的なつながり，感情的

要因，認知的要因，自己効力感，楽観性，ポジティブ感情，問題解決能力，資源活用力な

どが挙げられている。一方で，企業家のレジリエンスの特徴や個人のレジリエンスが会社

全体にどのようなメカニズムで影響を及ぼすのかについては十分に明らかにされていない。

また，企業家のレジリエンスに関する研究は欧米諸国を中心に進展しているが，日本国内

では依然として研究が限られている状況である。 

 

第 3 章 研究の目的と意義 

本研究は，中小企業経営者が経営上の逆境をどのように乗り越え成長を遂げるのかを明

らかにすることを目的としている。特に，経営者のレジリエンスに注目しそのプロセスを

仮説モデルとして提示することで，中小企業経営者への心理的支援に役立つ知見を提供す

ることを目指す。 本研究は，日本における中小企業経営者のレジリエンスの研究を深め，

学術的および社会的意義も持つと考えられる。 

 

第 4 章 研究方法 

本研究では，経営上の逆境の経験を何らかのメディアで表明している中小企業経営者を

対象に選出し，事前アンケートおよびオンラインでの半構造化インタビューを実施した。

インタビュー時間は 1 人約 60 分で，修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-

GTA）を用いて分析を行った。分析テーマは「中小企業経営者が逆境を乗り越え成長する

プロセス」とし，分析の焦点は「経営上の逆境を乗り越え成長した中小企業経営者」に設

定した。 

 

第 5 章 結果 

19 人の中小企業経営者のインタビュー内容を M-GTA により分析した結果，中小企業経

営者が逆境を乗り越え成長するプロセスは，7 つのカテゴリー，15 のサブカテゴリー，43
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の概念から成り立っていることが示された。このプロセスは以下のストーリーラインとし

て整理された。 

中小企業経営者は，＜逆境に直面＞して【圧倒される】ことで＜心が折れる＞状態に陥

るが，【家族】や【社員】，【経営者仲間】など＜他者との関わり＞を通じて心を支えられる。

特に，感情の吐き出しや意図的な感情調整を行うことで【踏ん張る】力を取り戻す。次に，

「責任感の高まり」や「矢印を自分に向ける」ことで【覚悟を決める】段階へ進む。そし

て＜肚を括り受け入れる＞ことで行動を開始する。この際，「自己の強みの活用」や「新た

な取り組みへの挑戦」など【がむしゃらな行動】を重ね，小さな成功体験を得ることで気

持ちを前向きにし，【未来への希望】を持つようになる。 

その後，経営者は「無いもの探しから有るもの探しへの転換」や「陰の中に陽を見る」

といった【肯定的な視点への転換】を経験し，「自己理解の促進」や「誇りの再確認」を通

じて【自己への信頼】を高める。さらにメンターや専門家の支援を活用することで，「逆境

体験の意味づけ」を行い，「何が来ても大丈夫」という【人としての強さ】や【自己の器の

拡がり】を実感し，最終的に＜逆境後の成長＞に至る。 

 

第 6 章 考察 

本研究では中小企業経営者が逆境を乗り越え成長する過程において，他者との関わりが

最も重要であることが明らかになった。家族や社員，経営者仲間，外部支援者との社会的

つながりやネットワークは，経営者の心理的安定や成長にとって不可欠であり，それが会

社全体のレジリエンス向上にも寄与することが示唆された。また中小企業経営者がコミュ

ニケーションを通じて社員のレジリエンスを高めることで会社組織のレジリエンスが高ま

り，結果として経営者自身のレジリエンスがさらに向上するという相互作用も示唆された。

加えて限られたリソースを最大限に活用する企業家的ブリコラージュや逆境を成長の機会

として捉える機会志向も中小企業経営者のレジリエンスの特徴として挙げられる。 

さらに「感謝の心の芽生え」，「自分の使命を知る」，「新たなステージへの展開」などか

ら構成される【自己の器の拡がり】という先行研究では十分に触れられていない新たな概

念のカテゴリーが本研究を通じて抽出された。＜逆境後の成長＞としての【自己の器の拡

がり】は中小企業経営者が自社の社会的使命を再認識して事業や雇用を通じて地域社会に

貢献していく中小企業経営者に特徴的で重要なプロセスと考えられる。  

対象者が経験した逆境には，コロナ禍，リーマンショック，多額の負債，主要取引停止，

売上不振など多岐にわたるものが含まれていたが，逆境の内容の違いによるレジリエンス

のプロセスの違いは確認されなかった。本研究で提示された仮説モデルはどの逆境にも適

用可能な汎用性のあるフレームワークとして，経営者支援の実践に役立つ知見を提供でき

ると考えられる。 

 

第 7 章 研究の限界と今後の課題 

 本研究では『中小企業経営者が逆境を乗り越え成長するプロセス』の仮説モデルを提示

した。19 名という小規模なサンプルに対する質的研究であったため結果の一般化に限界が

ある。今後はサンプル規模を拡大した量的研究により検証を行い実証された支援プログラ

ムを立案，実施していくことが重要な課題になる。  
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